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2 62209-1改定2nd CDV※規定の 
複数帯域同時発射時の測定法 

• 62209-2規定の複数帯域同時送信（平成２３年答申） 
– 無線機器が複数の送信周波数帯で同時に送信することをいう 

• 2nd CDVの考え方 
– 62209-2と同様な定義が3.21 Operating modeのNoteに記載 
– 無相関信号/相関信号の区別 
– 無相関信号 

• １つもしくは複数アンテナから、異なる周波数で送信（例えば、携帯電
話と小電力通信） 

• 複数の周波数が、プローブ較正と液剤の有効周波数範囲（例えば、
±50MHz ∼ ±100MHz）外の場合、同時発射の測定法を適用 

• 別々に測定を行い、数値的に重ね合わせるもので、基本的に62209-2
と同じ 

– 相関信号 
• １つの信号を同じ周波数で複数アンテナから送信（MIMOなど） 
• 具体的な測定法は明記されていない 

 
※以降、2nd CDV 
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方法 概要 イメージ 評価 

１ 局所最大SARの足し合わせ 
 

過大 
単純 

２ 最大SAR値の最も高い値を選択 
 

上記
より
正確 

３ 粗い走査から3次元SAR分布を
推定しSARを計算 

簡易 
推定 

４ 立方体走査 厳密 
大変 

SAR1 SAR2 
SAR1 SAR2 

⇒SAR1+SAR2 

SAR1 SAR2 
⇒SAR1 

⇒ 

⇒ 

⇒SAR 

⇒SAR ＋ ⇒ 

無相関信号の測定法概要 
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方法 2nd CDV 平成２３年答申 

１ 

（１）同時動作を想定した各々の試験条件に対して、各々の
周波数f1、f2などにおける局所最大SARを足し合わせる。 
（２）合計した最大SARが指針値より3dB以内のときは、6.1.5
規定の周波数全てで、同時送信を想定した追加測定を行う
こと。これらの追加データも考慮して最大SARを決定すること。 
（３）（１）か（２）で得られた最大SARが、複数帯域SARである。 
※高速SARによるスクリーニングをしてもよい 

（１）同時動作を想定した各々の試験条件に対して、各々の
周波数f1、f2などにおける局所最大SARを足し合わせる。 
（２）合計した最大SARが指針値より3dB以内のときは、こ

の測定条件にて最小と最大周波数で追加測定を行うこと。
これらの追加データも考慮して最大SARを決定すること。 
（３）（１）か（２）で得られた最大SARが、複数帯域SARであ
る。 

２ 

本手順は、別々に立方体走査で測定されたSAR分布が、ほ
とんど重なっていない場合に、複数帯域SARを正確に推定
することができる。SAR分布を空間的に足しあわせた場合、
最大SARから5%未満の範囲で最大値が分離できる。この方
法は、局所最大SARが指針値の70%未満の場合に適用で
きる。 
（１）6.3に従い各々の周波数において別々に局所最大SAR
を測定する。 
（２）すべての試験条件に対して、粗い走査結果を空間的に
足すことによりSAR分布がどの程度重なるかを解析する。そ
の際、1mm以上の高分解能で、同じ格子になるように内挿
すること。 
（３）分布を足し合わせることにより得られた最大SARが、
別々の測定で得られた最大SARの最大値より5%未満なら、
複数帯域SARは複数別々に得られた局所最大SARの高い
方に等しくなる。 

本手順は、別々に立方体走査で測定されたSAR分布が、
ほとんど重なっていない場合に、複数帯域SARを正確に推
定することができる。SAR分布を空間的に足しあわせた場
合、最大SARから5%未満の範囲で最大値が分離できる。 
（１）6.2.2に従い各々の周波数において別々に局所最大
SARを測定する。 
（２）すべての試験条件に対して、粗い走査結果を空間的に
足すことによりSAR分布がどの程度重なるかを解析する。 
（３）分布を足し合わせることにより得られた最大SARが、
別々の測定で得られた最大SARの最大値より5%未満なら、
複数帯域SARは2つの別々に得られた局所最大SARの高
い方に等しくなる。 

2nd CDVと平成２３年答申との比較 

※章・節はそれぞれの文書に対応 
6.1.5; 試験周波数チャネル数 
6.3; 試験手順 



5 

方法 2nd CDV 平成２３年答申 
３ 本手順は、内挿・外挿と粗い走査・立方体走査を用いて3

次元SARを得る。本手順は、短時間で複数帯域SARを
得ることができ、常に適用可能である。 
（１）各々の周波数にて、粗い走査領域に渡り3次元SAR
を計算する。この時、不確かさを十分に評価し記録するこ
と。 
（２）必要なら6.1.5、6.2に従い全周波数の3次元SARを
空間的に足し合わせること。 
（３）（２）で得られたSAR分布から6.4規定の後処理手順
を用いて、局所最大SARを決定する。 
（４）局所最大SARが指針値より3dB以内のときは、6.1.5
規定の周波数全てで、同時送信を想定した追加測定を
行い、（１）から（３）を繰り返すこと。 

本手順は、内挿・外挿と粗い走査・立方体走査を用いて3
次元SARを得る。本手順は、短時間で複数帯域SARを得
ることができ、常に適用可能である。 
（１）各々の周波数にて、粗い走査領域に渡り3次元SARを
計算する。この時、不確かさを十分に評価し記録すること。 
（２）必要なら6.2.2に従い全周波数の3次元SARを空間的
に足し合わせること。 
（３）（２）で得られたSAR分布から5.2.4規定の後処理手順
を用いて、局所最大SARを決定する。 
 

４ 本手順は、複数帯域SARを評価するのに最も正確であり、
常に適用可能である。2つ以上の同時送信モードについ
て、SARデータを各試験条件（被測定機の位置、チャネ
ル、状態、アクセサリー）ごとに結合する。 
（１）以前に測定された全ての周波数f1、f2などにおける立
方体走査を包含する3次元（体積）格子を決定する。 
（２）各周波数にて（１）で決めた３次元走査を行う。この３
次元走査は、体積寸法以外は6.3の全ての要求を満足し
ている。測定は、該当する周波数での送信モードをONに、
それ以外はOFFにして実行する。 
（３）（２）で得られたSAR分布を空間的に足し合わせて、
加算したSAR分布を得る。6.4規定の後処理手順を用い
て、加算したSAR分布から複数帯域SARの局所最大
SARを決定する。加算したSAR分布をできるだけ正確に
するために被測定機は、液剤を交換する際もファントムに
固定しておくことが望ましい。ファントムに設置したままの
機器のバッテリーを充電する必要がある場合、被測定機
に充電ケーブルを接続することを推奨する。 

本手順は、複数帯域SARを評価するのに最も正確であり、
常に適用可能である。2つ以上の同時送信モードについて、
SARデータを各試験条件（被測定機の位置、チャネル、状
態、アクセサリー）ごとに結合する。 
（１）以前に測定された全ての周波数f1、f2などにおける立
方体走査を包含する3次元（体積）格子を決定する（備考参
照）。 
（２）各周波数にて（１）で決めた３次元走査を行う。この３次
元走査は、体積寸法以外は6.2.2の全ての要求を満足して
いる。測定は、該当する周波数での送信モードをONに、そ
れ以外はOFFにして実行する。 
（３）（２）で得られたSAR分布を空間的に足し合わせて、加
算したSAR分布を得る。6.2.4規定の後処理手順を用いて、
加算したSAR分布から複数帯域SARの局所最大SARを決
定する。加算したSAR分布をできるだけ正確にするために
被測定機は、液剤を交換する際もファントムに固定しておく
ことが望ましい。ファントムに設置したままの機器のバッテ
リーを充電する必要がある場合、被測定機に充電ケーブル
を接続することを推奨する。 

平成２３年答申との比較（続き） 

※章・節はそれぞれの文書に対応 
6.4; 後処理手順 



Peak = 0.9 W/kg Peak = 0.043 W/kg 

10gSAR = 0.43 W/kg 10gSAR = 0.02 W/kg 

携帯電話システム（2 GHz帯） 小電力データ通信システム（WLAN2.45GHz帯） 

粗い走査 

粗い走査後に詳細な走査 

複数帯域同時発射の測定例 
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方法４で合成 

方法 結果 
（W/kg） 

１ 局所最大SARの足し合わせ 0.45 

２ 最大SAR値の最も高い値を選択 0.43 

３ 粗い走査から3次元SAR分布を推定しSARを計算 0.46 

４ 立方体走査 0.41 
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複数帯域同時発射の測定例（続き） 

方法３で合成 
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相関信号について 
• １つの信号を同じ周波数で複数アンテナから送
信（MIMOなど） 
– IEC TR62630規定の評価法を使用可能 

• 別々に送信 
• 瞬時のピークより高い値（厳しめの結果） 

– 信号や方式が既知の場合、複数のアンテナから同
時に送信を行い、SARを測定（シンボル長より十分
長い時間が必要） 

• 時間平均された結果 
 
 

 

(a) フェーズドアレー (b) MIMO 

 Start

Type of signals is known?

Type 2?

Measure SAR for each 
antenna separately 

Calculate combined SAR

End

Set averaging time

Measure SAR according to 6.3.1 
with all antenna ON

YES

NO

NO

YES

Type 1

測定フロー 
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TR62630の測定法（参考） 
(1) True vector sum 
(TVS) 

(2) First 
conservative 
sum (FCS) 

(3) Second 
conservative sum 
(SCS) 
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※位相測定が必要 


